
財務諸表に対する注記 

 

１．重要な会計方針 

 

（１） 固定資産の減価償却の方法 

建物付属設備および什器備品・・・定額法によっている。 

（２） 引当金の計上基準 

退職給付引当金・・・期末退職給与の要支給額に相当する金額を 

計上している。 

（３） 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２．特定資産の増減額およびその残高 

特定資産の増減額およびその残高は、次のとおりである。 

                            （単位：円） 

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

特定資産 

退職給付引当預金 

       合計 

4,217,248 

    

0 

525,78

1 3,691,467 

4,217,248 0 525,78

1 

3,691,467 

 

３．固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。 

                               （単位：円） 

科  目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

建物付属設備 

什器備品 

合計 

235,200 

2,674,237 

34,927 

1,088,203 

200,273 

1,586,034 

2,909,437 1,123,130 1,786,307 

 

 


